
＜チケット取り扱い＞

�●ヴォートル・チケットセンター ������������������������������：��
�

�	��／平日��時～��時

�●チケットぴあ �����������������《�コード：�������》
�●東京文化会館チケットサービス ������������������������������
　  ���：������������／��時～��時（休館日を除く）��店頭販売：��時～��時（休館日を除く）

�●イープラス（��） �����������������
�●藝大アートプラザ（店頭販売のみ） ���：
�

�
��	�／��時～��時（月・火曜休、他臨時休業日を除く）

＜お問い合わせ＞

　東京藝術大学演奏藝術センター　�����������������
　東京藝術大学ホームページ　����������
	�����
��
��

※車椅子をご利用のお客様は、ヴォートル・チケットセンター TEL：
　��-����-����（平日��時~��時）までお問い合わせください。

※スケジュール・曲目・出演者等は都合により変更となる場合が
　ありますので、ご了承ください。
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感
染
症
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、最
新
情
報
を
ホ
ー
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ペ
ー
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等
で

　

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
来
場
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前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
特
別
出
演
】

 

観
世
清
和 （
観
世
流
宗
家
）  

 

宝
生
和
英 （
宝
生
流
宗
家
）
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松
本
幸
四
郎 （
歌
舞
伎
俳
優
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【
出
演
】
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音
味
見
純 （
長
唄
）    

東
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瀬
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靖
代 （
長
唄
三
味
線
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岡
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箏
曲
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田
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條
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箏
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生
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流
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踊
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源
氏
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須
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和楽の美
2023

演奏藝術センター主催公演

藝大21

2023年 7月 30日（日） 　　　　　　　　　 東京藝術大学奏楽堂
全席指定  S 席 5,000 円  A 席 4,000 円 6/7(水) 発売 ※開演に先立ち14:30より、本公演の分かりやすい解説がございます。

※就学前のお子様の同伴・入場はできませんので、ご了承ください。　  ［大学構内］
15時開演 （14:15開場）
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萩
岡
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第
22
回「
和
楽
の
美
」は
、昨
年
か
ら
の
続
き
と
な
る
邦
楽

科
各
専
攻
に
よ
る「
源
氏
物
語
」を
テ
ー
マ
と
し
た「
邦
楽
絵

巻
物
」の
下
巻
と
な
る
大
作
を
お
目
に
か
け
ま
す
。

　
今
回
は
、長
年
の
願
い
で
あ
っ
た
、能
楽 

観
世
流
宗
家 

観

世
清
和
、宝
生
流
宗
家 

宝
生
和
英
、両
師
の
ご
出
演
、ま
た

特
別
出
演
と
し
て
、皆
様
ご
存
知
の
歌
舞
伎
俳
優 

松
本
幸

四
郎
丈
、高
麗
屋
さ
ん
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。こ
れ
ま
で

に
な
い
大
変
豪
華
な
舞
台
と
な
り
ま
す
。

　
邦
楽
科
を
あ
げ
て
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

　恐
ろ
し
い
物
の
怪
。そ
し
て
流
転
。

構
成
・
作
詞
　
千
野
喜
資

　
昨
年
に
続
き「
和
楽
の
美
」は「
源
氏
物
語
」で
す
。今
回
は

「
夕
顔
」と「
須
磨
」の
巻
を
中
心
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
源
氏
物
語
」は
平
安
時
代
に
成
立
し
た
長
編
物
語
で
す
。室
町

時
代
に
確
立
し
た
能
楽
で「
源
氏
物
語
」の
多
く
の
巻
が
採
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。そ
れ
は
あ
た
か
も
光
源
氏
が
実
在
し
た
人

物
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、追
善
供
養
形
式
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
物
語
の
主
人
公
・
光
源
氏
は
乳
母
の
病
気
を
見
舞
っ
た
折

に
、傍
に
夕
顔
の
白
い
花
が
咲
く
家
の
女
に
心
が
惹
か
れ
ま
し

た
。光
は
そ
の
女
の
も
と
へ
通
う
う
ち
に
、廃
院
に
な
っ
た
古
館

へ
誘
い
出
し
ま
す
。夕
顔
の
女
は
そ
の
館
に
い
た
物
の
怪
に
憑

り
つ
か
れ
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。後
に
夕
顔
の
女
は
、

か
つ
て
頭
の
中
将
が
雨
の
夜
の
品
定
め
で
話
し
て
い
た
女
で

あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
す
。光
の
君
17
歳
の
時
の
こ
と
で
し
た
。

　
恋
多
き
が
も
と
で
、光
の
君
は
自
ら
須
磨
へ
身
を
置
き
、都

離
れ
し
た
生
活
を
送
り
ま
す
。そ
こ
で
何
故
か
恐
ろ
し
い
夢

を
見
る
の
で
し
た
。土
地
の
明
石
の
入
道
の
世
話
で
明
石
へ
移

り
、入
道
の
娘
と
心
通
わ
す
仲
と
な
り
ま
し
た
。光
の
君
は
28

歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ゲ
ス
ト
は
歌
舞
伎
俳
優
の
松
本
幸
四
郎
さ
ん
で
す
。虫
干
で

開
い
た「
源
氏
物
語
絵
巻
」か
ら
抜
け
出
し
た
光
の
君
と
い
う

設
定
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、観
世
流
・
宝
生
流
の

両
宗
家
が
仕
舞
に
ご
出
演
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

邦
楽「
源
氏
物
語
絵
巻
」の
世
界
へ
お
誘
い
致
し
ま
し
ょ
う
。

け

【
作
曲
】

 

萩
岡
松
韻　
　

東
音
瀬
川
靖
代

 

藤
原
道
山

【
編
曲
】

 

松
岡
あ
さ
ひ　

【
作
調
】

 

盧
慶
順　
　
　

福
原
徹
彦

【
振
付
】

 

花
柳
輔
太
朗

【
特
別
出
演
】

 

観
世
清
和（
観
世
流
宗
家
） 

 

宝
生
和
英（
宝
生
流
宗
家
）

 

松
本
幸
四
郎(

歌
舞
伎
俳
優)

【
出
演
】

 

東
音
味
見
純(

長
唄)

 

東
音
瀬
川
靖
代(

長
唄
三
味
線)

 

萩
岡
松
韻(

箏
曲
山
田
流)

 

上
條
妙
子(

箏
曲
生
田
流)

 

藤
原
道
山(

尺
八
都
山
流)

 

藤
波
重
彦(

能
楽
観
世
流)

 

水
上
優(

能
楽
宝
生
流)

 

花
柳
輔
太
朗(

日
本
舞
踊)

 

盧
慶
順(

邦
楽
囃
子)

 

新
谷
恵 

・ 

八
槻
純
子(

雅
楽)

 

迫
昭
嘉 (

指
揮)

   　
他
邦
楽
科 

・ 

器
楽
科
教
員
＆
学
生

【
構
成
・
作
詞
】

 

千
野
喜
資

【
映
像
】

 

桐
山
孝
司　
　

上
平
晃
代

 

越
田
乃
梨
子

【
照
明
】

 (

有)

ラ
イ
ズ

【
舞
台
監
督
】

 

増
田
一
雄

【
音
響
・
収
録
】

 

東
京
藝
術
大
学
音
響
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究
室

【
制
作
】

 

楠
田
健
太

【
制
作
統
括
】

 
萩
岡
松
韻

デザイン：筒井紀貴（演奏藝術センター教育研究助手）

東京藝術大学奏楽堂  ［大学構内］
〒���-����　 東京都台東区上野公園��-�

交通のご案内
■JR上野駅(公園口)・鶯谷駅(南口)、東京メトロ千代田線根津駅 より 徒歩��分
■京成線京成上野駅、東京メトロ日比谷線・銀座線上野駅 より 徒歩��分

※駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください。

「国宝 源氏物語絵巻　蓬生 詞」現状模写（東京藝術大学大学院日本画第三研究室　松下雅寿）

ヽ

ヽ ヽヽ

「国宝 源氏物語絵巻　御法 詞 第三紙・第四紙」現状模写（東京藝術大学大学院日本画第三研究室　守みどり）


